
HAPPPY庁内プロジェクト会議
〇庁内におけるPPP事業の活用方針の意思決定機関。

〇従来のマインドセットから脱却し，PPP事業推進にかかる庁内の機運の醸成を図るべく，職員を先導する。

〇PPP事業を推進し，地域のプレーヤーが公共事業で活躍する機会を創出する。これにより施設の機能向上・公共サー
ビスの充実や経済活動の創出等さまざまなメリットがあることを理解し，目的を共有し庁内へ波及させる。

〇人員削減や厳しい財政状況を鑑み，民間活力活用（PPP）により業務負担軽減や財政負担軽減を図り，庁内外全体へ
幸せ（ ）をもたらす可能性について検討する。

令和４年度～
ハ ッ ピ ー

・案件形成

・業務見直し

・PPP活用可能性検討

①アプローチ
②対話

◎リーダー：副市長

〇副リーダー：総務部長

・建設事業統括調整監 ・建設部長

・農林水産部長 ・上下水道部長

・企画調整課長 ・財政課長

・契約・検査指導課長 ・建築検査監

・プロジェクト推進課長

●個別案件検討の際には関係
部署の部課長を招集する。

奄美市PPPプラットフォーム

その他のメンバー（案件毎招集）

プラットフォームメンバー

コアメンバー事務局：奄美市

サウンディング（官民対話）の実施

・国土交通省地域ブロックプラットフォーム
サウンディングの活用

・個別サウンディング

・奄美市PPPプラットフォームへのサウン
ディング

発注方式

方針決定

PPPの活用
（民間主体）

従来方式
（行政主体）

・庁内聞き取り

・案件の掘り起こし

・勉強会開催

（事務局：プロジェクト推進課）

採用

不採用

提案
実施

HAPPPY庁内プロジェクト
会議メンバー

各担当部署

協力

※能力開発・やる気を引き出す

※担当だけに悩ませない

※担当だけで抱えない

※事業を動かす勇気と決断

※思考を止めない

※横断的な連携の創出
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官民連携推進室

または

①相談

再考

※タスクフォースは案件ごとに必要に応じて招集する。
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